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Abstract: A 34-year-old female was suffering from a subcutaneous nodule to have mi- 
grated for 14 years from the middle abdominal part to the front cervical region, where 
2 nodules with 2 worms were removed in twice、 These removed worms were identified 
as Sparganum mansoni based on the morphology of the worm body, as well as the im- 
munological diagnosis of Ouchterlony 's double diffusion test. Therefore, the patient 
was diagnosed as a Sparganosis mansoni. From these results, the worms are estimated 
to have lived in her body for 14 years. 
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これ を マン ソン 白 虫 症 (Sparganosls mansoni) と 
いう (森下 ・ 加 納 , 1975 , 荒木 ら , 1976 : 寺村 , 
1976 : 天野 ・ 影 井 , 1978: 大 勉 ら , 1978 : 大 友 , 


は じ め に 


マン ソン 裂 頭 条 虫 CSpirometra erinacei) は 北海 


道 を 除い て 日 本 に 広く 分 布 し , ネコ, イヌ な どの 肉 
食 動物 を 固有 宿主 と する 寄生 虫 で ある が , ヒト に も 
まれ に 感染 する . ヒト に 感染 し た 幼虫 は 成虫 に まで 
発育 する こと も ある が , 一 般 に は プレ ロ セ ルコ ュ イ ド 
の 状態 で , 時 に よっ て は , か な り 長 期間 寄生 し , 移 
動 性 腫 痛 を 形成 し た り , 種々 の 隆 床 症状 を 呈す る . 
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1979 : 鈴木 ら , 1982 : 田邊 , 1982 : 吉田 , 1982). 
本 虫 は ヒト の 下腹 部 や 販 径 部 な どの 度 下 組織 内 及 
び 眼 部 に 多く み ら れ , 尿道 , 下 吾 , 妥 部 に 寄生 する 
例 は 極め て 少な い ( 五 十 嵐 ら , 1972 : 吉村 , 1976 : 
天野 ・ 影 井 , 1976 : 大 友 , 1979 : 横田 ら , 1980). 
著者 ら は マン ソン 仙 頭 条 虫 の 幼虫 が 前 頒 部 に 寄生 
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し , そこ に 移動 し て 来る まで 10 年 以上 も 経過 し た と 
思わ れる 興味 ある 症例 を 経験 し た の で , 報告 する . 


症 例 


恵 者 : 34 才 , 主婦 , 佐世保 市 在住 初診 : 昭和 56 年 
7 月 31 日 . 家族 歴 , 既往 歴 と も に 特記 すべ きこ と な 
BB 

現 病 歴 : 20 才 の 時 に 騰 高 付近 の 皮下 組織 内 に 1 個 の 
無痛 性 腫瘍 ( 約 1 cm) が 生じ た . これ は その 後 徐々 
に 移動 し て 数 年 前 に 前 胸部 に 至っ た . この 間 , 淡水 
魚 ,。 カニ , カエ ル や イノ シン な どの 生肉 ある い は 生 
血 を 摂取 し た こと は 全く な い . 昭和 56 年 7 月 30 日 , 
本 腫 冶 は 前 頸 部 に まで 移動 し た . 移動 する と 微か な 
搬 寿 感 を お ほえ た . 昭和 56 年 7 月 31 日 佐世保 市 立 総 


合 病 院 で 受診 し, 著者 の 1 人 で ある 馬場 が 左前 頸 部 


腫 彰 と 診断 し た . 同年 8 月 4 日 同 病 院 で 1 個 の 腫 交 
と マン ソン 孤 虫 と 思わ れる 切断 され た 躍 体 を 摘出 
し , 8 月 25 日 より 5 日 間 ビ チオ ノー ル (180mg, 分 
3 ) 投与 し た . 同年 11 月 10 日 に 左前 頸 部 に 腫 交 が 再 


Fig. 1. A nodule found on the left side of 
the front ceryical region . 


度 出現 した. この 腫瘍 は 前 回 に みみ られ た 部 位 よ りお 
ょ よそ 6cm 位 離れ た 部 分 に 発生 し た (Fig.1). 昭 
和 56 年 11 月 13 日 再 手術 を 行ない , 腫 将 と , や は り マ 
ン ソ ン 撤 虫 と 思わ れる 虫 体 を 摘除 し た . 

治療 並び に 経過 : 虫 体 摘出 後 ビ チオ ノー ル を 投与 し 
た 他 は 特に 内 科 的 治療 は 行なわ ず , 経過 を 観察 し て 
いる が , 約 5 カ ヵ月 後 の 現 在 ま で 異常 は 認め られ て い 
な い . な お , 再 手術 後 , 糞便 内 の 寄生 上 虫 卵 検査 を 行 
な っ た が , 忠 卵 は 全く 検出 され な か っ た . 

摘 由 さ れ た 虫 体 と 腫瘍 : 佐世保 市 立 総合 病院 で 摘出 
され た 腫 痛 及 び 虫 体 は ホル マリ ン 潰 け に し て 長崎 大 
学 医学 部 医 動 物 学 教室 に 送ら れ て 来 た . 初回 及び 再 
手術 の 際 得 られ た 忠 体 は 切断 され て いた が , それ ぞ 
れ 1 個体 の 孤 虫 が 寄生 し て いた と 思わ れる . これ ら 
の 虫 体 は 局 平 で 乳白 色 を 呈し , 体 表面 に は 多く の 輸 
状 の 横 じ め が 認め られ た . この よう な 形態 か ら み て 
本 虫 は マン ソン 孤 虫 と 同定 され た . 第 1 回 目 の 手術 
で は 2 個 の 胴体 と 思わ れる 虫 体 の 切片 が 摘出 きれ 
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Fig. 2. Sparganum mansont which were 
removed in twice on the left part 
of the front cervical region (Worm 
bodies were already cut in the time 
of the removal). 
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た . これ ら の 切 語 の 長く は それ ぞ れ 15mm, 10mm 
位 で その 幅 は 1.5mm 位 で あっ た . 第 2 回目 の 手術 
の 際 に 取り 出さ れ た 躍 体 も 2 つ に 切断 され て は いた 
か が, 2 個 の 切 庁 を つなぎ 合せ る と ほほ 完全 な 標本 と 
な り , その 全長 は 40mm, 幅 1.5mm 程度 の 比較 的 
小さ な 貝 体 で あっ た (Fig. 2). 

一 方 , 最初 に 摘出 され た 腫瘍 は 9 x 7 x 4mm 位 
の 大 き さ で あっ た が か が, 再発 時 の も の は 34x25x 4 
mm と 前 回 の も の より も 大 きか っ た (Hig. 3). 
免疫 学 的 検査 : 思 者 血清 〈11 月 11 日 採取 分 ) を 用 い 
て , 以下 の 種々 の 寄生 帳 虫 抗原 と の 間 で 寒天 ゲル 内 
沈降 反応 Ouchterlony 法 ) を 施行 し た . 方 法 は 前 
回 の 報告 (藤田 ら , 1982) と 同様 で ある . Fig. 4 に 
示 し た よう に だ 抗原 と し て マン ソン 裂 頭 条 虫 の プレ ロ 
セル コイ ド (S. e. p.), 広 節 裂 頭 条 虫 (D. 1.), 
単 包 虫 (E.g.), 払 実 条 虫 (D.c.), 無 釣 条 虫 
(T. s. う , 犬 糸 状 虫 (D. i.), 宮崎 肺 表 虫 (P. m.), 
犬 回 虫 (TT. c. う , 肝 吸 虫 (CC. s. う , 肝 幅 (FT. h.), 
ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 (P. w.), お よび 大 平 肺 吸 
虫 (P. o.) な ど , 移動 性 腫 癒 の 鑑別 診断 に 必要 と 
思わ れる 12 種 の 抗原 を 用 いて Ouchterlony 反応 を 
行なっ た が , 中 者 血清 は マン メン 裂 頭 条 虫 の プレ ョ 
セル ュ コイ ド 抗 原 に 対し て の み 明 確 な 沈降 線 を 認め 
た . 以上 の 結果 か ら 免 接 学 的 に も 患者 は マン ッ メッ ン 拡 
虫 症 で ある こと が 確認 され た . また , 経時 的 に 採取 
し た 患者 血清 た つい て 抗原 と し て マン ッ メッ ン 裂 頭 条 躍 
の プレ ロ セ ル ュ イド VBS 抗原 ( 痢 白質 量 120r/m1) 


117 


LBt opera 人 


る operation 
pn 


II 


Fig. 3. Nodules removed in twice on the 
left part of the front cervical region. 


を 用 いて 50 溶 血 法 に よる 補 体 結合 反応 を 行なっ た 
結果 , 抗体 価 は 昭和 56 年 9 月 26 日 採取 血清 で , 1 
52.4, 同年 11 月 11 日 採取 血清 で は 1 : 55.2 と 高い 抗 
体 価 を 示し 続け た が , 虫 体 摘出 後 5 ヵ月 経過 し た 昭 
和 57 年 3 月 9 日 採取 血清 で は 1 : 14.3 と 抗体 価 は 急 
激 に 低下 し た . 
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() ( 〇 
F-.h. D.c 
C.s.: Clonrochis sinensis antigen,  D.c.: Diphylhdum caninum antigen , 


D.i.: Dirofilaria immitis antigen, D.l.: 
E.g.: Echinococcus granulosus antigen, 
P.m.: Paragonimus miyazakii antigen, 
P.w.: Paragonimus westermani antigen, 


T.c.: Tozccara canis antigen, 
T.s.: Taenia saginata antigen 


Diphyilobothrium antigen, 


F.h.: Fasciola hepatica antigen, 
P.o.: Paragonimus ohirai antigen, 


S.e.p.: Antigen from plerocercoid of 
pirometra erinacet, 


Fig. 4. Onchterlony’s double diffusion test of the patient serum against various 
nematoda, trematoda and cestoda parasite antigens. 
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考 察 


本 患者 の 場合 , 左前 頸 部 に お いて 2 度 に わた り 腫 
釣 と マン ッ ン 坂 虫 が 摘出 され た . 第 2 回目 の 手術 は 
第 1 回 目 の 手術 か ら 約 4 ヵ月 後に 施行 され , この 際 
摘出 され た 腫 交 は 初回 の それ より 大 きか っ た . また 
虫 体 も 前 回 の も の と ほぼ 同 大 で あろ うと 思わ れ た -. 
これ ら の こと か ら , 第 2 回目 の 腫 問 と 孤 虫 は 初回 の 
手術 時 に は すでに 存在 し て いた も の と 考え られ る . 
この よう な 腫 韻 と 拡 虫 の 再度 の 出現 は 下 朋 岩 腹筋 や 
昧 律 部 で も み ら れ て お り , (荒木 ら , 1976 : 天野 ・ 
影 井 , 1978), 寄生 部 位 に 関係 な く お こ る も の と 思 
われ る . 

五十嵐 ら 1972) は わが 国 に お ける マン ソン 拡 虫 
の 症例 報告 に つい て その 寄生 部 位 を 検討 し て , 本 虫 
の 尿道 , 下 頭 及び 頸 部 に お ける 寄生 は まれ で あり , 
多く の 場合 , 腹壁 腹腔 , 胸壁 胸腔 , 眼 部 及び 股 部 に 
寄生 し て いる こと を 指摘 した. その後 , 天野 ・ 影 井 
(1978) も ほほ 同様 の こと を 報告 し た . この よう に 
胸 腹 部 及び 股 部 な ど に 多く 寄生 する 理由 は , 天野 ・ 
影 井 978) が すでに 述べ て いる よう に , 比較 的 保 
温 さ れ 易 い 皮 和 下 脂 肪 の 粗い そし て 軟 い 組織 の 部 分 に 
孤 虫 の 寄生 条件 が 比較 的 適し て いる た め と 考え られ 
る 

本 患者 は 20 か ら 34 オ まで に み ら れ た 腫 癒 の 形成 
か ら そ の 後 の 移動 の 経過 に つい て 明確 な 記憶 を 持っ 
て いた . し た が っ て , 摘出 され た プレ ロ セ ルコ イド 
は 14 年 の 長き こ にわたり 生存 し て いた も の と 推定 され 
る . この こと は 本 種 の 生活 史上 か ら み て 極め て 興味 
深い . 

天野 ・ 影 井 (1978) は マン ソン 孤 虫 症 の 78 例 を 集 
計 し て 病 悩 期間 と 虫 体 の 大 き さ と の 関係 を 吟味 し 
た . その 成績 に よる と 病 悩 期間 と 虫 体 の 大 き さ の 間 
に は 相関 関係 は 認め られ ず , 大 き さ も ゃ 10mm 位 か ら 
30mm 位 ま で み ら れ , 長期 間 人 体内 に 寄生 し た か ら 
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と 云っ て 大 きく 成長 し て いる と は 限ら ない. 例え 
ば , 10 年 以上 も 抗 虫 が 寄生 し て いた と 推定 され た 2 
人 の 患者 か ら 摘 出さ れ た 上 虫 体 で も 70mm ある い は 
150mm と そう 大 き な も の で は な か っ た . この 結果 
か ら み れ ば , 今回 得 ら れ た 虫 体 は 40mm 位 の 小さ な 
も の で あっ た が , 異常 に 小さ いも の で は な いと 考え 
られ る . 「 

マン ソン 人 製 頭 条 虫 の 人 体 へ の 感染 経路 と し て は つ 
ぎの 2 つの 可能 性 が 考え られ て いる . すなわち , そ 
の 第 1 は 水中 の 第 1 中 間 宿 主 で ある ケン ミ ジ ン ュ 体 
内 で 発育 し た プロ セル コイ ド を その 水 と と も に 経口 
摂取 し た 場合 で あり , 第 2 は 幼 若 な プレ ロモ セル ュ イ 
ド を 保有 し た 第 2 中 問 宿主 で ある 動物 の 肉 を 不 完全 
調理 の まま 食べ る と か , これ ら の 生 血 を 摂取 する こ 
と に より 感染 する 場合 で ある (横田 ら , 1980). 

本 症例 の 明らか な 感染 経路 は わか ら な い が , 少な 
く と も 淡水 人 魚 , カエ ル や へ ビ な どの 生肉 や 生 血 の 摂 
取 の 習慣 は な く , し た が っ て , 第 2 中 間 宿 主 の 摂取 
に よる 可能 性 は 考え に くい が , 偶発 的 に 水 と と も に 
感染 ケン ミ ジ ン ュ を 体内 に と り 入 れ た 可能 性 は 想像 
SI 


結 語 


34 才 の 女子 の 左前 顕 部 腫 交 を 2 度 に わた うり 切除 し 
た と ころ , 2 個体 の プレ ロ セ ル ュ イド が 得 ら れ た . 
本 虫 は その 形態 か ら み て マン ソン 孤 虫 と 考え られ 
た . さら に , 愚者 血清 に つい て マン ソン 有 像 頭 条 虫 の 
プレ ロ セ ル ュ イド を 用 いて オフ タロ ニー 反応 を 行 な 
っ た 結果 , この 抗原 に の み 沈 降 線 が 認め られ た . し 
た が っ て , 本 患者 は マン ソン 孤 虫 症 と 診断 され た . 
腫瘍 は 20 の 時 に 中 腹部 に 発生 し , その 後 作 々 に 移 
動 し て 34 才 の 時 に 左前 融 部 に 達し た . それ 故 , 扱 虫 
は 14 年 問 も 患者 体内 に 生存 し て いた と 推定 され , こ 
の 事実 は 本 種 の 生活 史上 か ら み て 極め て 興味 深い . 
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